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❷
現
在
、
中
央
森
林
公
園
で

行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
に
、
広
く
市
民
の
参
加

を
周
知
し
、
交
流
の
場
を
提

供
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

❸
足
湯
の
設
置
は
、
温
泉
の

活
用
方
法
の
一
つ
で
あ
る

が
、
温
泉
が
冷
泉
で
あ
る
こ

と
、
飛
行
機
が
見
え
る
丘
ま

で
の
距
離
を
勘
案
す
る
と
、

新
た
な
投
資
や
運
営
な
ど
の

課
題
も
多
い
。

主
要
県
道
三
原

竹
原
線
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

問  

本
線
の
改
良
事

業
は
、
小
泉
病
院
前

か
ら
垣
井
バ
ス
停
留

所
ま
で
の
区
間
が
長

い
間
停
滞
し
て
い

る
。
現
在
の
事
業
進

捗
と
今
後
の
事
業
の

見
通
し
に
つ
い
て
問

う
。

答  

平
成
16
年
度
か
ら
県
道

東
広
島
本
郷
忠
海
線
の
交
差

点
か
ら
三
原
中
心
部
に
向
け

延
長
２・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
工
事
を
進
め
、
現
在
１
・

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を

供
用
し
て
い
る
。

　

残
る
１・
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
は
、
25
年
８
月

に
地
元
の
垣
井
地
区
に
説
明

し
、
ル
ー
ト
案
に
了
承
が
得

ら
れ
た
の
で
、
用
地
測
量
・

調
査
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
26
年
度
の
用
地
買
収
着

手
に
向
け
て
、
地
元
調
整
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

問  

文
部
科
学
省
や
警
察
庁

が
平
成
24
年
５
月
、
通
学
路

で
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
行
っ
た
全
国
公
立
小
学
校

の
通
学
路
緊
急
点
検
で
、
安

全
対
策
が
必
要
で
あ
る
通
学

路
が
７
万
４
４
８
３
ヵ
所
に

及
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本

市
に
お
い
て
も
１
４
８
ヵ
所

の
危
険
個
所
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結

果
を
受
け
て
の
安
全
対
策
へ

の
対
応
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答  

本
市
で
は
24
年
８
月
に

市
内
全
小
学
校
を
対
象
に
、

通
学
路
緊
急
合
同
点
検
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
が
必
要
な
個
所
や
側

溝
に
ふ
た
が
な
い
な
ど
の
状

況
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
現
時
点
で
１
２
８
ヵ

所
に
つ
い
て
対
策
が
完
了
し

て
お
り
、
残
り
の
20
ヵ
所
は

新
た
な
信
号
機
や
歩
道
の
設

置
な
ど
、
す
ぐ
に
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
な
と
こ
ろ
も
あ

る
。
引
き
続
き
関
係
者
と
協

議
し
、
安
心
・
安
全
な
通
学

路
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
。

路
線
バ
ス
利
用
不
便
地

区
に
お
け
る
高
齢
者
の

移
動
手
段
に
つ
い
て

問  

本
市
に
お
い
て
９
月
末

で
合
併
後
初
め
て
高
齢
化
率

が
30
％
に
達
し
た
。
こ
の
数

値
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。
現
在
、
本
市
に
は
18
の

路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
路
線
も
主
要
道

路
を
走
る
大
動
脈
路
線
で
あ

る
。
高
齢
者
に
は
使
い
勝
手

の
悪
い
路
線
で
あ
り
、
不
便

地
区
の
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
ら

れ
て
い
な
い
。
毛
細
血
管
の

よ
う
に
細
部
ま
で
福
祉
の
手

が
届
く
、
市
民
全
体
の
移
動

手
段
の
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

答  

地
域
内
の
交
通
手
段
に

つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
に
よ
り
地
域
の
意

見
、
実
情
を
把
握
し
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う
三

原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
お
い
て
十
分
検
討

を
行
っ
た
上
で
、
導
入
を
決

定
し
て
い
る
。
こ
の
一
つ
に

デ
マ
ン
ド
交
通
が
あ
る
が
、

地
域
内
交
通
手
段
そ
れ
ぞ
れ

に
一
長
一
短
が
あ
り
、
導
入

を
一
律
に
考
え
る
こ
と
は
難

し
く
、
先
進
事
例
等
広
く
参

考
に
し
な
が
ら
慎
重
な
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
地
域
の
意
見
と
実
態
を

踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

適
切
な
地
域
内
交
通
手
段
の

選
択
と
導
入
を
行
い
、
移
動

不
便
の
解
消
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

小
学
校
の
安
心
安
全
な
通
学
路
の

確
保
に
つ
い
て

児こ

玉だ
ま 

敬け
い
三そ
う 

議
員

問  

❶
本
市
は
国
内
・
国
際

線
を
持
つ
、
中
四
国
の
中
心

都
市
と
し
て
、
空
港
の
魅
力

を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
独
自
の
「
空
港
活
用

振
興
協
議
会
」
を
結
成
し

て
、
空
港
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

❷
市
民
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
施
設
全
体
を
利
用
し

て
「
三
原
一
番
ス
ポ
ー
ツ
交

流
」の
促
進
を
企
画
し
て
は
。

❸
温
泉
を
活
用
し
て
、
飛
行

機
が
見
え
る
丘
に
「
頭
寒
足

熱
の
湯
場
」
を
設
け
、
健
康

と
交
流
を
促
進
し
て
は
。

答  

❶
広
島
空
港
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
広
島
臨

空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議
会

と
し
て
三
原
市
、
竹
原
市
、

東
広
島
市
、
大
崎
上
島
町
、

世
羅
町
が
一
体
と
な
っ
て
、

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
の
協
議
会
を
活
用
し

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

今
後
、
議
会
と
も
相
談
を
し

な
が
ら
考
え
た
い
。

空
港
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

力り
き

田た 

忠ち
ゅ
う

七ひ
ち 

議
員

安心･安全な登校風景

県道三原竹原線改修工事（小泉病院前）
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問  

日
常
の
連
絡
や
不
審

者
・
災
害
対
応
な
ど
「
学
校

の
安
心
と
安
全
」
を
確
保
す

る
た
め
に
、
各
教
室
に
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答  

新
築
や
大
規
模
改
修
の

際
は
整
備
し
て
い
る
。
未
設

置
の
学
校
は
、
計
画
的
整
備

に
努
め
る
。

問  

更
衣
室
が
な
く
便
宜
的

に
特
別
教
室
を
使
っ
て
い
る

学
校
は
、
安
心
と
安
全
の
面

か
ら
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

答  

新
築
の
際
に
は
整
備
し

て
い
る
。
外
部
か
ら
の
遮
り

が
不
十
分
で
あ
れ
ば
問
題
で

あ
る
。
現
状
を
確
認
し
必
要

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問  
運
輸
業
で
は
、
運
転
手

の
体
調
管
理
に
責
任
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

や
校
長
に
も
同
じ
責
任
が
あ

る
。
先
生
が
疲
れ
切
っ
て
間

違
っ
た
対
応
を
す
る
と
、
子

ど
も
の
伸
び
る
チ
ャ
ン
ス
の

芽
を
逆
に
摘
む
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
、
運
輸
業
で
は

問  

三
原
赤
十
字
病
院
は
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
分
娩
可

能
な
病
院
で
は
な
く
な
っ

た
。病
院
関
係
者・医
師
会・

市
長
が
課
題
解
決
に
奔
走
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
分
娩

可
能
な
医
療
体
制
の
整
備
と

そ
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

答  

平
成
２
年
か
ら
常
勤
医

師
３
名
で
診
療
を
行
な
っ
て

き
た
が
、
25
年
３
月
末
に
１

名
、
残
る
医
師
２
名
も
10
月

末
で
退
職
さ
れ
た
。
本
市
の

分
娩
の
約
３
分
の
１
を
担
っ

て
い
た
三
原
赤
十
字
病
院
の

分
娩
中
止
の
危
機
を
、
市
は

重
く
受
け
止
め
、
三
原
赤
十

字
病
院
・
県
と
連
携
し
、
産

科
医
師
の
確
保
に
努
め
て
き

た
。

　
岡
山
大
学
へ
の
要
望
活
動

や
、
県
知
事
に
対
し
て
医

師
確
保
の
要
望
書
を
提
出

し
た
。
ま
た
、
広
島
県
周

産
期
医
療
協
議
会
へ
も
要

望
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

「
産
科
医
師
が
不
足
し
、
よ

事
故
だ
。
ベ
ス
ト
の
状
態
の

先
生
を
配
置
で
き
な
い
の
は

教
育
の
危
機
で
あ
る
と
捉
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

よ
り
よ
い
授
業
を
実
施

す
る
た
め
、
大
変
重
要
で
あ

る
。
書
類
の
簡
素
化
等
、
業

務
改
善
を
進
め
て
い
る
。
今

後
と
も
、
教
職
員
が
子
ど
も

と
向
き
合
え
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
提
案
型
協
働
事
業

「
三
原
10
名
山
」
に
つ
い
て

問  

利
用
や
紹
介
は
。

答  

９
月
19
日
に
報
道
関
係

者
に
、
24
日
か
ら
関
係
課
・

三
原
観
光
協
会
に
お
い
て
配

布
、
広
島
県
山
岳
連
盟
等
の

関
係
団
体
に
送
ら
れ
、
現
段

階
で
は
残
り
わ
ず

か
。

問  

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
検
索
は
。

答  

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
、
三
原

市
民
協
働
サ
イ
ト

り
困
っ
て
い
る
所
を
優
先
し

て
取
り
組
む
」
と
し
て
、
ま

ず
、
他
の
圏
域
へ
の
補
充
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
。
そ
の

中
で
、
三
原
赤
十
字
病
院
に

常
勤
嘱
託
医
師
1
名
を
確
保

さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
は
、

分
娩
は
中
止
の
ま
ま
だ
が
、

婦
人
科
診
療
は
継
続
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。
市
内
外
の

医
療
機
関
で
は
、
三
原
赤
十

字
病
院
の
分
娩
中
止
の
影
響

が
あ
る
が
、
東
広
島
医
療
セ

ン
タ
ー
・
尾
道
総
合
病
院
へ

の
支
援
を
求
め
る
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
県

と
連
携
を
図
り
、
広
島
県
周

産
期
医
療
協
議
会
へ
医
師
確

保
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い

く
。

問  

産
科
医
師
と
同
様
に
助

産
師
も
貴
重
な
人
材
で
あ
る

が
、
本
市
と
し
て
現
状
を
把

握
し
て
い
る
か
。「
流
出
の

懸
念
」
を
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
か
問
う
。

答  

三
原
赤
十
字
病
院
で
は
、

「
つ
な
ご
う
ネ
ッ
ト
」
へ
の

掲
載
を
検
討
す
る
。

問  

協
働
事
業
で
木
原
や
西

野
、
大
和
町
で
散
歩
道
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
三
原
市
お
散
歩
百
コ
ー

ス
」
等
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
定

め
、
募
集
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答  

関
係
団
体
等
の
理
解
が

不
可
欠
で
あ
り
、
市
の
考
え

だ
け
で
は
実
施
は
難
し
く
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問  

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

１
５
０
０
部
し
か
作
れ
な

か
っ
た
が
「
健
康
・
食
育
み

は
ら
プ
ラ
ン
」「
三
原
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」「
三
原

市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」
と
連

携
す
れ
ば
、
財
源
確
保
や
事

業
の
効
果
増
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
利
点
が
あ
る
が
い
か
が

か
。

答  

市
民
活
動
団
体
等
と
市

の
緊
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
一
層
の
連
携
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

常
勤
の
助
産
師
が
10
名
在

籍
。
現
在
、
助
産
師
外
来
や

産
科
以
外
の
看
護
な
ど
に
従

事
し
て
お
り
、
退
職
さ
れ
る

助
産
師
は
い
な
い
と
聞
く
。

　
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
分
娩

の
で
き
な
い
状
態
が
長
期
化

す
れ
ば
、
退
職
さ
れ
る
助
産

師
も
で
て
く
る
こ
と
を
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
三
原
赤
十
字

病
院
で
は
、
早
期
の
分
娩
再

開
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
市
と
し
て

も
、
引
き
続
き
、
県
・
三
原

赤
十
字
病
院
・
医
師
会
と
連

携
し
て
、
産
婦
人
科
医
療
の

再
開
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
く
。

教
育
条
件
の
整
備
に
つ
い
て

三
原
赤
十
字
病
院
の
産
婦
人
科
医
療
の

充
実
に
つ
い
て

亀か
め

山や
ま 

弘ひ
ろ

道み
ち 

議
員

正し
ょ
う

田だ 

洋よ
う
一い
ち 

議
員
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問  

昭
和
45
年
か
ら
続
い
て

い
る
減
反
政
策
を
平
成
30
年

度
に
廃
止
す
る
と
政
府
は
打

ち
出
し
た
。

　
減
反
面
積
を
達
成
し
た
農

家
に
支
払
わ
れ
て
い
た
、
戸

別
所
得
補
償
の
固
定
部
分

と
し
て
10
ア
ー
ル
当
た
り

１
万
５
０
０
０
円
が
、
26
年

度
か
ら
は
７
５
０
０
円
の
み

と
な
る
。

　
減
反
廃
止
に
よ
る
米
価
急

落
対
策
と
し
て
、
転
作
補
助

金
を
増
や
し
、
主
食
用
米
か

ら
飼
料
用
米
へ
の
生
産
シ
フ

ト
や
日
本
型
直
接
支
払
い
で

補
助
金
を
支
払
い
、
所
得
を

増
や
す
と
し
て
い
る
。

　
減
反
廃
止
に
よ
る
影
響
は

作
り
た
い
だ
け
作
る
側
と
撤

退
す
る
側
に
分
か
れ
る
構
図

が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に

よ
り
米
価
下
落
が
生
じ
た
時

の
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
農

用
地
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
し
て
、
本
市
の
農
業

振
興
の
考
え
を
問
う
。

答  

米
は
、
県
内
全
体
で
耕

問  

地
産
地
消
の
「
生
産
・

消
費
」
と
は
、
何
が
対
象
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

か
。
地
産
地
消
の
生
産
・
供

給
の
資
源
と
な
る
自
然
環
境

に
つ
い
て
、
三
原
市
環
境
基

本
計
画
の
実
施
進
捗
お
よ
び

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

パ
ワ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
推
進
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答  

地
産
地
消
に
は
、
農
産

物
や
水
産
物
、
木
材
な
ど
に

加
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
も
含
ま
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
み
は
ら
し
環

境
会
議
で
は
、
地
産
地
消
に

つ
な
が
る
実
践
的
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
計
画
で
定

め
る
重
点
項
目
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
２
月
開
催
予

定
の
環
境
審
議
会
に
お
い
て

進
捗
状
況
の
報
告
を
行
う
予

定
。

　
本
計
画
は
29
年
度
ま
で
の

10
年
間
。
残
り
の
期
間
で
重

地
面
積
の
約
45
％
、
農
業
粗

生
産
額
の
約
25
％
を
占
め
る

基
幹
品
目
で
あ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
農
業
施
策
の
根
幹

部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
米

の
中
長
期
的
な
需
給
動
向
は

低
下
し
、
米
の
一
世
帯
当
た

り
の
支
出
額
は
10
年
前
よ
り

２
割
減
少
し
て
い
る
た
め
、

今
後
と
も
主
食
用
の
米
の
生

産
を
減
少
さ
せ
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
傾
向
が
続

く
。

　
今
後
の
米
政
策
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

要
項
目
の
評
価
を
行
い
、
計

画
の
見
直
し
を
含
め
、
次
期

計
画
へ
つ
な
げ
る
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
市
へ
の

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
導
入
状
況
な
ど

も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

問  

雨
の
降
り
方
が
変
わ

り
、
セ
ミ
の
鳴
く
時
期
が
変

わ
っ
た
。
ツ
バ
メ
や
ヘ
ビ
な

ど
前
に
比
べ
て
見
な
く
な
っ

た
生
き
物
が
い
る
。
絶
滅
す

る
生
物
は
、
一
日
に
二
百
種

に
も
の
ぼ
る
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で

は
、
効
率
の
良
さ
と
強
さ
は

比
例
し
な
い
と
分
か
っ
た
。

効
率
が
よ
い
と
思
わ
れ
て
い

た
大
規
模
発
電
が
事
故
で
止

ま
り
、
大
規
模
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
一
方
、
て
ん
ぷ
ら
油

な
ど
の
廃
油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を

つ
く
り
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
燃

料
が
不
足
す
る
中
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

車
に
よ
る
被
災
地
支
援
で
活

躍
し
た
な
ど
小
さ
な
事
例
が

を
踏
ま
え
、
26
年
度
の
農
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
見
直
し
や
米

以
外
の
作
物
に
よ
る
水
田
の

活
用
を
図
る
た
め
、
産
地
資

金
を
活
用
し
た
園
芸
作
物
を

推
進
し
、
飼
料
用
米
・
米
粉

用
米
に
つ
い
て
県
や
農
協
と

連
携
を
図
る
な
ど
、
経
営
力

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
。

薬
草
栽
培
の
定
着
を

問  

現
在
、
園
芸
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
薬
草
の
試
験
栽
培

が
さ
れ
、
減
反
見
直
し
で
の

転
作
作
物
や
農
業
再
生
の
一

助
に
な
る
の
で
は
と
期
待
を

し
て
い
る
。
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
を
問
う
。

答  
今
年
度
か
ら
ト
ウ
キ
の

試
験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
カ
ン
ゾ
ウ
に
つ
い

て
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

 

現
在
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
栽
培
し
て
い
る

が
、
土
地
や
気
象
条
件
に

よ
っ
て
同
じ
薬
草
で
も
薬
効

成
分
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

採
算
が
と
れ
る
か
ど
う
か
分

析
が
必
要
で
あ
り
、
26
年
度

も
引
き
続
き
試
験
栽
培
を
行

う
。

多
く
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
変
化
を
踏
ま

え
、
環
境
基
本
計
画
見
直
し

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

答  

市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
長
期
総
合
計
画
が
26
年
度

に
策
定
作
業
を
行
う
。
環
境

基
本
計
画
も
整
合
性
を
図

り
、
見
直
し
に
取
り
組
む
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

地
産
地
消
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

考
え
を
問
う

谷た
に

杉す
ぎ 

義よ
し

隆た
か 

議
員

安あ
ん

藤ど
う 

志し
　
ほ保 

議
員

食い止められるか　荒廃農用地

三原やっさ祭りで生活環境課が
配布した啓発ウチワ。「人もタ
コも住みやすい町 三原に！」
と書かれている。

BDFとは：�廃食用油や菜種など植物油か
らできる燃料。軽油の代わり
となり、自動車などのディー
ゼル車に利用される。


